
11

木
村
　
品
目
的
経
営
安
定
対
策

は
、
認
定
農
家
や
集
落
営
農
に

対
象
を
絞
り
、
担
い
手
の
経
営

全
体
に
着
目
し
た
所
得
政
策
で

あ
る
。
現
状
に
つ
い
て
尋
ね
た

い
。

産
業
振
興
部
長
　
集
落
営
農
に

向
け
た
リ
ー
ダ
ー
は
選
出
も
終

え
今
後
、
集
落
営
農
組
織
の
立

ち
上
げ
を
行
う
。
関
係
機
関
と

連
携
を
と
り
指
導
、
助
言
を
し

て
い
く
。

木
村
　
今
年
５
月
　
日
、
食
品

２９

衛
生
法
に
「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス

ト
制
度
」が
導
入
、
施
行
さ
れ
た
。

こ
の
制
度
に
つ
い
て
の
見
解
と
、

今
後
の
対
応
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

産
業
振
興
部
長
　
農
家
に
大
変

厳
し
い
も
の
で
、
国
民
の
健
康

保
護
を
目
的
と
し
て
い
る
。
発

散
に
よ
る
農
薬
汚
染
防
止
、
ま

た
汚
染
に
よ
る
出
荷
停
止
対
策

も
県
、
Ｊ
Ａ
と
連
携
し
て
対
応

し
た
い
。

木
村
　
新
市
建
設
計
画
に
、
バ

イ
オ
マ
ス
利
活
用
事
業
と
あ
る
。

ど
の
様
な
考
え
を
持
っ
て
い
る

の
か
。

産
業
振
興
部
長
　
家
畜
排
出
物

と
生
ゴ
ミ
を
活
用
し
た
、
堆
肥

セ
ン
タ
ー
建
設
を
推
進
し
た
い
。

木
村
　
集
落
内
開
発
制
度
が
で

き
た
場
合
、
ど
の
様
な
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
か
。

都
市
建
設
部
長
　
調
整
区
域
内

の
規
制
緩
和
と
い
う
こ
と
で
、

ど
な
た
で
も
市
が
指
定
し
た
集

落
内
に
開
発
で
き
る
。
最
大
限

に
活
用
し
、
住
宅
の
開
発
を
誘

導
し
た
い
。

木
村
　
国
道
３
８
７
号
の
渋
滞

解
消
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

都
市
建
設
部
長
　
県
と
し
て
、

今
年
　
月
設
計
に
入
る
。
第
一

１０

工
区
、
第
二
工
区
と
し
て
、
施

行
予
定
で
あ
る
。

木村　祐一 議員

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
制

度
に
つ
い
て
！

神
田
　
昨
年
の
８
月
、
熊
本

電
鉄
よ
り
「
Ｌ
Ｒ
Ｔ
化
と
熊

本
市
電
の
結
節
」
の
事
業
計

画
が
国
土
交
通
省
、
熊
本
県
、

合
志
市（
当
時
の
西
合
志
町
）

に
示
さ
れ
た
。
県
と
熊
本
市
、

合
志
市
の
共
同
で
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
に
委
託
し
な
が
ら
検

討
が
続
け
ら
れ
て
い
る
が
、

現
在
ど
こ
ま
で
進
ん
で
い
る

の
か
。

総
務
企
画
部
長
　
６
月
７
日
、

国
土
交
通
省
へ
県
、
熊
本
市
、

合
志
市
、
そ
し
て
電
鉄
の
四

者
で
事
業
の
概
要
説
明
、
現

況
報
告
を
し
た
。
今
後
さ
ら

に
関
係
機
関
と
Ｌ
Ｒ
Ｔ
導
入

に
つ
い
て
協
議
を
重
ね
た
い
。

神
田
　
熊
本
市
は
、
国
土
交

通
省
に
「
来
年
の
３
月
ま
で

に
は
、
は
っ
き
り
し
た
対
応

を
す
る
」
と
、
言
っ
て
い
る
。

合
志
市
と
し
て
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
化

と
バ
ス
網
の
再
編
に
つ
い
て

の
考
え
を
ま
と
め
、
住
民
の

コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
る
べ
き

で
は
。

市
長
　
熊
本
都
市
圏
の
公
共

交
通
の
具
体
的
な
バ
ラ
ン
ス

を
含
め
、
熊
本
市
、
電
鉄
と

一
緒
に
研
究
し
て
い
る
。
協

議
会
な
り
、
合
同
事
務
局
を

開
設
し
て
前
に
進
み
た
い
。

神
田
　
４
月
か
ら
プ
ラ
ス
チ
 

ッ
ク
類
の
収
集
が
週
１
回
に

な
っ
た
が
、
収
集
の
現
状
は
。

市
民
部
長
　
平
成
　
年
４
月

１７

と
平
成
　
年
４
月
を
比
較
す

１８

る
と
、
収
集
量
は
約
２
倍
に

増
加
し
て
い
る
。

神
田
　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
、

紙
類
の
分
類
を
徹
底
す
れ
ば
、

焼
却
さ
れ
て
い
る
ゴ
ミ
は
半

減
で
き
る
。
ゴ
ミ
減
量
化
基

本
計
画
で
の
目
標
設
定
は
。

市
民
部
長
　
東
部
清
掃
工
場

へ
の
可
燃
ゴ
ミ
を
減
ら
す
た

め
、　

％
に
設
定
し
た
い
。

２０

神田　公司 議員

ゴ
ミ
行
政
に
つ
い
て
！

バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
事

業
に
つ
い
て
！

集
落
内
開
発
制
度
に
つ

い
て
！

国
道
３
８
７
号
整
備
に

つ
い
て
！

ゴミは分別して再資源化を !
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藪
田
　
厳
し
い
財
政
運
営
が

続
く
中
、
市
長
は
ど
う
取
り

組
ん
で
い
く
の
か
。

市
長
　
自
主
財
源
の
確
保
の

た
め
に
工
場
誘
致
等
を
進
め
、

雇
用
の
拡
大
を
含
め
た
税
収

確
保
に
努
め
て
い
く
。

藪
田
　
同
感
で
は
あ
る
が

『
今
日
、
明
日
』
と
簡
単
に

答
え
は
出
な
い
。
県
内
の
市

町
村
で
も
厳
し
い
財
政
運
営

の
中
『
住
民
に
分
か
り
や
す

く
、
目
に
見
え
る
』
こ
と
か

ら
、
行
財
政
改
革
を
実
行
し

て
い
る
。
そ
こ
で
提
案
す
る

が
、
市
長
の
給
与
の
カ
ッ
ト

を
求
め
る
。

市
長
　
提
案
さ
れ
た
市
長
の

給
与
カ
ッ
ト
も
含
め
、
行
財

政
改
革
を
実
行
し
た
い
。

藪
田
　
検
討
す
る
と
い
う
が
、

現
に
熊
本
市
長
や
菊
陽
町
長

等
多
数
の
首
長
が
給
与
の
カ

ッ
ト
を
実
行
し
て
い
る
。
又
、

各
種
団
体
補
助
金
の
カ
ッ
ト

や
行
政
職
員
も
人
事
院
に
よ

る
給
与
の
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ

て
い
る
。
市
長
給
与
は
、
自

ら
実
行
す
べ
き
で
は
。

市
長
　
委
員
会
等
で
論
議
さ

れ
た
給
与
を
尊
重
し
た
い
。

藪
田
　
収
入
役
の
年
間
給
与

は
い
く
ら
か
。

総
務
企
画
部
長
　
年
間
で
９

４
０
万
円
程
度
に
な
る
。

藪
田
　
現
在
、
収
入
役
と
助

役
は
不
在
だ
が
ど
う
す
る
。

市
長
　
追
加
提
案
し
た
い
。

藪
田
　
国
会
で
収
入
役
は
平

成
　
年
３
月
で
廃
止
と
決
定

１９

し
た
。
会
計
の
仕
事
は
、
会

計
課
長
で
充
分
。
そ
う
す
れ

ば
、
９
４
０
万
円
は
必
要
な

い
で
は
な
い
か
。

市
長
　
会
計
職
で
な
く
、
対

外
交
渉
等
、
市
長
の
補
佐
役

と
し
て
も
必
要
で
あ
る
。

藪
田
　
収
入
役
廃
止
は
、
行

財
政
改
革
と
し
て
身
の
回
り

か
ら
実
行
す
べ
き
で
あ
る
。

藪田　　悟 議員

今
村
　
市
長
を
始
め
、
職
員

一
丸
と
な
っ
て
、
住
民
か
ら

合
併
し
て
良
か
っ
た
と
思
っ

て
も
ら
う
た
め
に
、
燃
え
る

よ
う
な
思
い
で
取
り
組
ん
で

い
る
か
。

市
長
　
小
さ
い
時
、
親
父
か

ら
勇
将
の
下
に
弱
卒
な
し
と

よ
く
聞
か
さ
れ
た
。
私
が
ま

ず
先
頭
に
立
っ
て
、
燃
え
る

よ
う
な
情
熱
で
や
っ
て
い
き

た
い
。

今
村
　
障
害
者
自
立
支
援
法

が
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ

て
い
る
が
、
自
立
支
援
法
と

は
名
ば
か
り
で
、
障
害
者
の

　
％
以
上
が
負
担
増
に
な
っ

９０て
い
る
。
一
般
に
、
悪
法
で

も
法
は
法
と
い
う
人
も
い
る

が
、
行
政
の
見
解
は
ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長
　
新
法
で
の

利
用
者
負
担
に
つ
い
て
は
定

率
負
担
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
の

１
割
負
担
と
実
費
負
担
、
食

費
で
す
と
か
光
熱
費
と
な
っ

て
い
る
。
居
宅
サ
ー
ビ
ス
利

用
に
伴
う
負
担
額
は
、
こ
れ

ま
で
の
２
倍
程
度
で
す
。
今

後
の
行
財
政
に
応
じ
て
適
宜
、

対
応
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

今
村
　
自
民
、
公
明
、
民
主

と
一
緒
に
、
教
育
基
本
法
を

変
え
よ
う
と
の
動
き
が
あ
る
。

教
育
基
本
法
第
１
条
教
育
の

目
的
で
は
「
人
格
の
完
成
を

目
指
す
」
と
、
あ
り
ま
す
。

人
格
の
完
成
と
は
、
ど
う
い

う
こ
と
で
作
ら
れ
て
ゆ
く
か
。

教
育
長
　
こ
れ
は
一
番
、
人

間
の
根
幹
に
関
わ
る
問
題
で

す
。
や
は
り
、
人
間
生
ま
れ

て
幼
児
教
育
、
家
庭
教
育
、

そ
し
て
学
校
教
育
、
社
会
教

育
、
そ
う
い
う
そ
れ
ぞ
れ
の

教
育
が
総
和
的
に
関
わ
っ
て
、

一
人
の
人
間
の
人
格
が
形
成

さ
れ
て
い
く
と
考
え
て
い
ま

す
。

今村　直登 議員

必
要
の
な
い
収
入
役
！

教
育
基
本
法
に
つ
い
て
！

障
害
者
自
立
支
援
法
に

つ
い
て
！




